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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

学びの里

第12回

　金海市内の小・中学校、高校で実
施している「放課後学級」に対する
満足度を昨年12月に調査した結果、
生徒79%、保護者75%と、昨年（生
徒78%、保護者69%）に比べて満足
度が高いことが分かりました。
　放課後学級に参加した理由として
は、「プログラムが気に入ったから

（62%）」が最も高く、「両親が参加を
望んだから（18%）」、「受講料が安い
から（11%）」、「講師が気に入ったから（９%）」と続きました。 
　改善が必要な点として挙がったのは、「教室の移動が不便（39%）」、「学年
が混ざることで雰囲気が散漫になる（16%）」、「希望した講座が受けられな
い（16%）」、「試験と直接関連がない（12%）」などで、授業時間の柔軟化
や内容の充実など、学校側の調整管理が必要という結果になりました。
　また、今後してみたいプログラムとしては「特技・適性（55%）」、「教科
補講（21%）」、「外国語（11%）」などに関心が高いことが明らかになりました。
　これに対して金海市は、小学校では特技・適性を、中学校では教科補講を
と、学校ごとに重点的に実施するプログラムを検討しています。2012年の
予算は14億ウォン（約9,800万円）となる見込みです。

（金海市広報紙2012年１月11日発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラ
ムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

放課後学級
７割以上の人が満足

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている
韓国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

放課後学級で書道に励む生徒たち

　
も
う
す
ぐ
春
分
の
日
。
今

回
は
、
春
分
の
日
に
全
国
各

地
で
開
か
れ
る「
彼
岸
会（
ひ

が
ん
え
）」
と
、
そ
の
背
景

に
あ
る
「
極
楽
浄
土
」、
そ

し
て
、
中
世
の
宗
像
の
人
々

が
夢
見
た
極
楽
浄
土
へ
の
世

界
観
に
迫
り
ま
す
。

　
彼
岸
会
と
は
、
春
と
秋
の

　
彼
岸
会
の
こ
ろ
、
人
々
の

願
い
を
聞
い
た
阿
弥
陀
様

は
、
そ
の
救
済
に
奔
走
し
ま

す
。
彼
岸
の
彼
方
か
ら
観
音

様
を
派
遣
し
、
全
て
の
人
々

を
極
楽
浄
土
に
迎
え
入
れ
よ

う
と
し
ま
す
。

　
極
楽
浄
土
に
阿
弥
陀
様
、

そ
の
両
脇
に
観
音
菩
薩
と
勢

至
菩
薩
が
控
え
、
33
の
姿
に

変
化
し
た
観
音
様
た
ち
が
行

列
と
な
っ
て
、
人
々
の
救
済

先
祖
を
し
の
ぶ「
お
彼
岸
」の
法
要

２
回
、
真
西
に
沈
む
太
陽
に

向
か
っ
て
礼
拝
し
、
極
楽
浄

土
を
心
に
念
じ
て
祖
先
の
霊

を
し
の
ぶ
法
要
で
す
。
こ
の

法
要
は
、
日
本
独
自
の
も
の

で
、
古
く
は
平
安
時
代
の
初

め
、
西
暦
８
０
６
年
に
開
か

れ
た
こ
と
が
日
本
後
紀
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
行
列

を
「
極
楽
浄
土
来
迎
」
と
言

い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
人
々
を
救
済
す

る
た
め
に
千
本
の
手
を
持
つ

「
千
手
観
音
」、
よ
り
多
く
の

人
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
「
十
一
面
観

音
」、
人
だ
け
で
は
な
く
多

く
の
動
物
ま
で
も
救
済
す
る

「
馬
頭
観
音
」
な
ど
、
そ
の

変
化
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。市の指定有形文化財

「阿弥陀如来立像」

　
市
内
吉
武
地
区
の
吉
留
区

に
は
、
平
安
時
代
に
造
ら
れ

た
多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
指
定
有
形
文
化
財
の
阿

弥
陀
如
来
立
像
は
、
高
さ
は

95
セ
ン
チ
程
で
、
い
く
つ
か

の
材
木
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

寄
木
造
り
の
仏
像
で
す
。
ケ

ヤ
キ
を
使
っ
た
丁
寧
な
こ
し

ら
え
は
、
奈
良
や
京
都
で
修

行
を
積
ん
だ
仏
師
の
手
に
よ

る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
製
作
費
用
も
か
な
り
の
も

の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
吉

留
区
の
人
々
は
、
極
楽
浄
土

の
世
界
を
夢
見
て
仏
像
の
造

営
に
取
り
か
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
現
在
も
大
切
に
お

堂
に
安
置
さ
れ
、
人
々
の
厚

い
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
指
定
有
形
文
化

財
の
十
一
面
観
音
立
像
は
、

一
木
造
り
の
仏
像
で
す
。
素

朴
な
部
分
を
残
す
こ
の
仏
像

は
、
地
方
の
仏
師
の
手
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
吉
留

区
の
人
々
が
よ
り
自
分
た
ち

の
力
で
極
楽
浄
土
の
世
界
に

行
く
こ
と
を
夢
見
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
数
あ
る
仏
像
の
中
か
ら
、

よ
り
多
く
の
願
い
を
聞
き
入

れ
、
よ
り
多
く
の
目
配
り
が

で
き
る
十
一
面
観
音
を
製
作

し
た
と
こ
ろ
に
も
、
そ
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
安
部
裕
久
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
室

☎
（
36
）
１
５
４
０

県の指定有形文化財
「十一面観音立像」

人
々
を
救
済
す
る「
極
楽
浄
土
来
迎
」

人
々
の
願
い
で
造
ら
れ
た
仏
像


